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「沖縄県の民話百選より（沖縄県生活福祉部発行）

今
回
の
事
務
所
移
転

は
、
南
城
市
中
央
公
民

館
の
老
朽
化
に
よ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離
落

下
等
に
よ
り
急
遽
決
ま
っ

た
も
の
で
、
移
転
決
定

か
ら
約
１
か
月
の
超
短

期
間
の
移
転
作
業
で
、

移
転
先
や
機
器
移
動
、

業
者
と
の
調
整
等
や
南

城
市
担
当
課
と
の
調
整
・

協
議
な
ど
特
に
井
上
事

務
局
長
に
は
ご
尽
力
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

暑
い
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
会
員
の
皆
さ
ん
、

事
務
局
の
皆
さ
ん
た
い

へ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

新
し
い
活
動
拠
点
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

事
務
所
の
連
絡
先
が

変
わ
り
ま
し
た

～
ア
ン
マ
ー
よ
う
い
～

親
の
声
は
神
の
声

「
ア
ン
マ
ー

よ

う

い

（

お

か

あ

さ

ん

よ

う

）

。

」

と

叫

ん

だ

こ

と

が
あ
る
か
な
。

怪

我

を

し

た

と

き

や

、

こ

わ
い
目
に
あ
っ

た

と

き

、

昔

の

人

は

「

ア

ン

マ

ー

よ

う

い

」

と

叫

ん

だ
そ
う
だ
。

む
か
し
、
カ
マ
ー
と

い
う
男
の
子
が
両
親
と

一
緒
に
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
た
。
あ
る
日
、
お

父
と
お
母
が
カ
マ
ー
を

と
う

か
あ

呼
ん
で
、
「
カ
マ
ー
や
、

お
前
も
も
う
十
五
に
な
っ

た
し
、
唐
の
国
へ
行
っ

て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学

ん
で
く
れ
る
と
い
い
ね
。
」

と
言
っ
た
。

カ
マ
ー
は
一
月
後
に

元
気
よ
く
唐
の
国
へ
旅

立
っ
た
。
幾
日
か
過
ぎ

船
は
唐
の
港
へ
着
い
た
。

さ
い
わ
い
、
着
い
た
日

は
、
と
て
も
よ
い
天
気

で
空
は
青
く
晴
れ
わ
た
っ

て
い
た
。
高
い
空
を
見

上
げ
て
、
「
よ
し
が
ん

ば
る
ぞ
。
」
カ
マ
ー
は

胸
を
た
た
き
、
都
を
目

ざ
し
て
歩
き
始
め
た
。

い
く
つ
も
の
山
を
越
え
、

谷
を
超
え
て
も
ま
だ
ま

だ
着
か
な
い
。
す
る
と
、

今
ま
で
た
い
へ
ん
い
い

天
気
だ
っ
た
の
に
、
と

つ
ぜ
ん
空
が
暗
く
な
っ

て
大
雨
が
降
り
出
し
た
。

「
こ
れ
は
た
い
へ
ん

だ
、
傘
も
持
っ
て
な
い

し
ど
う
し
ょ
う
。
」

困
っ
て
い
る
と
、
近
く

に
大
き
な
岩
穴
が
あ
っ

た
の
で
、
雨
宿
り
を
す

る
こ
と
に
し
た
。
雨
は

だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
る

ば
か
り
。
時
間
も
だ
い

ぶ
経
っ
て
き
て
、
疲
れ

て
う
と
う
と
眠
っ
て
し

ま
っ
た
。

し

ば

ら

く

し

て

、

「
あ
れ
っ
、
ア
ン
マ
ー

の
声
が
し
た
。
確
か
に

ア
ン
マ
ー
よ
う
と
叫
ぶ

お
母
さ
ん
の
声
が
し
た
。
」

び
っ
く
り
し
た
カ
マ
ー

は
、
「
ア
ン
マ
ー
よ
う

い
、
ア
ン
マ
ー
よ
う
い
」

と
急
い
で
岩
穴
か
ら
飛

び
出
し
た
。
そ
の
と
き

7
月
は
安
全
・

適
正
就
業
推
進

月
間
で
し
た
。

本
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
昨
年

度
の
就
業
中
の

事
故
は
10

件
、

（
対
物
9
件
・

傷
害
1
件
）
で
幸
い

重
篤
事
故
に
は
至
ら

な
か
っ
た
も
の
の
全

国
で
は
、
就
業
中
・

就

業

途

上

で

26

名

（
七
面
記
事
参
照
）

の
シ
ル
バ
ー
仲
間
が

貴
い
命
を
失
っ
て
い

ま
す
。
安
全
・
適
正

就
業
は
、
私
た
ち
シ

ル
バ
ー
に
と
っ
て
最

優
先
す
べ
き
こ
と
。

「
い
つ
ま
で
も
働
く

喜
び
無
事
故
か
ら
」

を
合
言
葉
に
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
し
た
い
も

の
で
す
。

さ
て
、
10

月
は
シ

ル
バ
ー
事
業
普
及
月

間
で
す
。
シ
ル
バ
ー

事
業
を
広
く
地
域
の

皆
さ
ん
へ
の
周
知
を

図
り
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

拡
大
・
事
業
の
拡
大

に
繋
げ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。中

村
正
賢

移
転
は
８
月
29
日
～

31
日
ま
で
の
3
日
間
か

け
て
、
シ
ル
バ
ー
会
員

延
べ
50
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
の
も
と
に
行
わ

れ
、
中
央
公
民
館
の
プ

レ
ハ
ブ
倉
庫
の
作
業
用

物
品
、
書
類
、
備
品
類

な
ど
、
ま
た
、
事
務
所

内
の
膨
大
な
書
類
や
書

棚
、
机
・
椅
子
等
の
持

ち
出
し
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
室
の

備
品
や
機
器
な
ど
、
折

か
ら
の
暑
さ
と
コ
ロ
ナ

感
染
予
防
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
の
作
業
は
、
か

な
り
ハ
ー
ド
な
搬
送
作

業
で
し
た
が
会
員
の
ご

協
力
で
人
海
戦
術
に
よ

大
歓
迎

〇
入
会
説
明
会

《

ま
っ
ち
ょ
い
び
ー
ん
ど
～
》

毎
月
第
2
火
曜
日

午
後
2
時

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

〇
シ
ル
バ
ー
は
次
の
仕
事
を
請
負
っ
て
い
ま
す

施
設
清
掃
、
駐
車
場
案
内
、
除
草
、
草
刈
り
、

枝
切
り
、
剪
定
、
網
戸
張
替
え
、
大
工
、

障
子
の
張
替
、
福
祉
・
家
事
援
助
、
子
育
て

支
援
な
ど

〇
南
城
市
に
お
住
い
の
概
ね
60
歳
以
上
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方
は
誰
で
も
入
会
で
き
ま
す

シ
ル
バ
ー
で
生
き
が
い
づ
く
り
・
仲
間
を
づ
く
り
・

健
康
づ
く
り
・
社
会
参
加
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

な
ど
新
し
い
生
き
方
に
ト
ラ
イ
し
ま
せ
ん
か
？

〇
南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

電
話
（
０
９
８
）
９
８
８
（
ー
２
６
２
）

な
ん
と
機
転
の
利
い

た
奥
様
で
し
ょ
う
。
日

頃
、
冷
静
で
お
と
な
し

い
Ｋ
氏
か
ら
は
想
像
も

で
き
な
い
出
来
事
で
あ

る
が
、
奥
様
の
上
手
な

亭
主
操
縦
術
も
ま
た
、

お
見
事
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

憎
め
な
い
Ｋ
氏
の
暖

か
い
お
人
柄
、
「
今
頃
、

ご
達
者
で
悠
々
自
適
な

毎
日
を
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
？
あ
の
人
に
会
い

た
い
」
と
思
う
先
輩
の

お
ひ
と
り
で
す
。

編集後記

い
な
び
か
り
が
ぴ
か
っ

と
光
り
、
雷
の
ゴ
ロ
ゴ

ロ
ゴ
ロ
ー
と
い
う
大
き

な
音
が
す
る
と
、
岩
が

ド
ド
ド
ー
と
く
ず
れ
た
。

カ
マ
ー
は
や
が
て
岩
の

下
敷
き
に
な
る
と
こ
ろ

だ
っ
た
。

「
そ
う
か
。
お
母
の

声
は
そ
の
知
ら
せ
だ
っ

た
の
か
。
お
母
の
声
が

な
か
っ
た
ら
命
を
落
と

す
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

『
お
母
』
と
い
う
言

葉
ほ
ど
た
い
せ
つ
な
も

の
は
な
い
」
「
ア
ン
マ
ー

よ
う
い
」
と
い
う
言
葉

は
そ
う
い
う

こ
と
だ
よ
。

挑
戦
し
ま
せ
ん
か
！

会

員

募

集

中

男
性
諸
氏
酒

の
上
で
の
失
敗

談
の
一
つ
や
二

つ
は
？
と
思
う

の
で
す
が
、
Ｋ
氏
の
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
失
敗
談
は
、

30
数
年
経
た
今
で
も
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

出
来
事
で
あ
る
。

普
段
の
Ｋ
氏
は
、
い

つ
も
柔
和
な
微
笑
み
を

浮
か
べ
、
に
こ
や
か
に

話
す
物
静
か
で
誰
か
ら

も
好
か
れ
、
尊
敬
さ
れ

る
紳
士
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
Ｋ
氏
は

つ
け
の
小
さ
な
バ
ー
で

同
僚
と
杯
を
交
わ
し
て

い
る
う
ち
に
気
分
も
よ

く
な
り
不
覚
に
も
、
酩

酊
し
て
し
ま
っ
た
。

店
の
マ
マ
さ
ん
は
、

ブレーク

タイム

酔
眼
朦
朧
と
し
て
い
る

と
は
い
え
行
き
つ
け
の

店
で
あ
る
。
き
っ
と
新

人
の
ホ
ス
テ
ス
さ
ん
に

違
い
な
い
、
自
分
た
ち

の
席
に
来
る
よ
う
手
招

き
し
た
。
後
姿
の
美
し

い
妙
齢
な
カ
ウ
ン
タ
ー

嬢
「
ハ
イ
新
人
の
Ｓ
子

で
す
。
」
と
Ｋ
氏
の
正

面
に
座
っ
た
。
Ｓ
子
さ

ん
の
顔
を
見
た
と
た
ん

酔
い
も
吹
っ
飛
び
、
な

ん
で…

？
と
怪
訝
そ
う

に
し
て
い
る
と
、
「
は

い
、
優
し
い
や
さ
し
い

お
じ
様
新
人
の
私
に
も

一
杯
チ
ョ
ウ
ダ
イ
」
と

お
ね
だ
り
を
し
て
、
お

い
し
そ
う
に
冷
え
た
ビ
ー

ル
を
グ
イ
っ
と
飲
み
干

し
た
そ
う
で
す
。

そ
っ
と
奥
様
に
お
迎
え

頼
む
の
電
話
を
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
Ｋ
氏

は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
腰

か
け
た
後
姿
の
美
し
い

妙
齢
の
女
性
を
見
た
。

お
酒
が
好
き
で
ア
フ
タ
ー

フ
ヮ
イ
ブ
に
な
る
と
同

僚
や
部
下
を
誘
っ
て
は

「
桜
坂
」
に
足
を
運
ん

で
い
た
。
あ
る
日
の
こ

と
、
例
に
も
れ
ず
行
き

追

憶

『
酔
眼
』
あ
の
美
人
は

？

玉
城
地
区

Ｓ
・
Ｎ

り
無
事
移
転
を
完
了
し
、

9
月
１
日
か
ら
は
、

搬
入
さ
れ
た
物
品
や
備

品
等
の
整
理
に
、
職
員

の
皆
さ
ん
は
、
テ
ン
ヤ

ワ
ン
ヤ
の
大
忙
し
、
事

務
所
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト

も
整
い
徐
々
に
平
常
業

務
に
戻
り
ま
し
た
。

新しい活動拠点事務所（２階）

所在地
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３
０
０
名
余
の
会
員

が
２
２
０
名
余
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
原
因
は

昨
年
度
、
休
眠
（
会
費

滞
納
者
や
病
気
、
高
齢

な
ど
で
活
動
を
休
止
し

て
い
る
）
会
員
の
意
思

確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ

退
会
者
が
多
く
出
た
こ

と
が
大
き
な
原
因
で
す
。

会
員
の
減
少
は
、
折

角
の
受
注
機
会
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

就
業
機
会
の
確
保
に

は
、
新
規
会
員
の
獲
得

は
必
須
の
こ
と
で
す
。

友
人
・
知
人
な
ど
に
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
良
さ
・
入
会
を
呼
び

か
け
て
い
た
だ
き
新
規

会
員
獲
得
に
頑
張
っ
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

役
職
員
及
び
会
員
の
皆

さ
ん
へ
の
お
願
い
で
す
。

会
員
獲
得
の
願
い

南
城
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
創
設
以
来
、

活
動
拠
点
と
し
て
き
た
南
城
市
中
央
公
民
館
が
老

朽
化
の
た
め
、
本
年
8
月
31
日
を

以
て
閉
館
す

る
こ
と
と
な
り
、
事
務
所
を
南
城
市
玉
城
字
富
里

１
６
２
番
地
南
城
市
中
央
公
民
館
２
階
か
ら
南
城

市
佐
敷
字
佐
敷
56
番
地
１
（
旧
南
城
市
佐
敷
庁
舎

2
階
サ
ー
バ
ー
室
跡
）
に
移
転
し
、
９
月
１
日
か

ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

事務所「市佐敷庁舎跡」に移転

～創立以来の活動拠点老朽化による

南城市中央公民館にさようなら～



事故の型 事　故　の　内　容
事故件数

死亡 入院 合計 比率

墜落　　　
・　　　　　

転落

植木剪定、樹木伐採等における墜落・転落 9 5 14
ハンマーナイフ（草刈り機）を使って前進更新を繰り返しながら除草作業を行っていたが、
何度目かの後進の際、誤って道路脇の側溝に機械とともに転落した

1 0 1

ゴルフボールを収集中、地下タンクに転落した。頚髄（けいずい）損傷 0 1 1
計 10 6 16 59%

転倒
自転車を整理中に転倒した。右急性硬膜下血腫、左急性硬膜下血腫 0 1 1
２階廊下で倒れているところを発見された。転倒の際、頭部を打撲したもよう 1 0 1

計 1 1 2 7%

激突
7ｍほどの傾斜地の中腹を降りようとしたときにバランスを崩し、前のめりに駆け下りるよ
うな形で斜面下の鉄パイプの策に腹部を強打。腹部打撲の内臓損傷により死亡

1 0 1

計 1 0 1 4%

激突され

伐採作業中における倒れてきた木の下敷き等 3 0 3
自分の持ち場に行くために草刈り作業中の会員の左側を通過した際、刈り刃が左太もも
に当たり負傷、すぐに病院に搬送したが、外傷性出血により死亡

1 0 1

伐採作業中にチェーンソーが跳ね返り、左膝付近に当たり切傷。出血性ショックで死亡 1 0 1
自走式刈り払い機を使用し、傾斜面20度の草刈りを開始。隣の作業者が異変に気付い
たが、下面のグラウンド面での自走式刈り払い機の下敷きになっていた

1 0 1

計 6 0 6 22%
交通事故 自転車での広報誌配布業務中に宅配業者の車にはねられ、頭骸骨骨折により死亡 1 0 1

計 1 0 1 4%

その他
草刈り作業中、蜂に刺されたため病院へ行くと言って現場を離れたが寺の駐車場で倒れ
ているところを近所の人に発見され救急搬送。アナフィラキシーショックによる急性心不全
で死亡

1 0 1

0 1 4%

合計

交通手段 事　故　の　内　容
事故件数

死亡 入院 合計 比率

徒歩

交差点
信号機のない横断歩道付近を横断していたところ軽乗用車にはねられ死亡

２（２） 0 ２（２）
南から左折しようとした自動車に巻き込まれ引きずられて頸部挫傷で死亡

道路
老人集会所の施錠のため、家から集会所へ向かう途中で転倒

0 2 2
大型トラックにひき逃げされた（自転車を押して歩いていたらしい）

階段
業務終了後、2階の事務所の階段から踏み外し転落。頸部裂傷及び骨折、
頸椎（けいつい）骨折、肋骨（ろっこつ）骨折

0 1 1

計 ２（２） 3 ５（２） 42%

自転車
交差点

歩道を走行中、駐車場に入ろうとした大型トラックに巻き込まれ重傷
１（１） １（１） ２（２）

自転車で帰宅途中、交差点で大型貨物自動車に巻き込まれ死亡

道路
自転車で倒れているところを発見された

1 1 2
歩道を自転車で走行中、車道に転倒し通りかかった車両にひかれた

計 ２（１） ２（１） ４（２） 33%
バイク 道路 ゴルフ場の就業へ70㏄バイクで向かう途中、中央分離帯に衝突して転倒 1 0 1

計 1 0 1 8%

自動車
道路 道路端で車窓を拭いていたところ、後方から車が追突してきた。頸椎損傷 0 1 1
その他 打ち合わせ会に出席するため会場へ向かう途中、軽トラックごと転落 1 0 1

計 1 1 2 17%

合計 ６（３） ６（１） １２（４） 100%

計

20 7 27 100%

1

事故の場所

第７面 公益社団法人 南城市シルバー人材センター広報第３１号 令和４年１０月３日（月） 第２面 公益社団法人 南城市シルバー人材センター広報第３１号 令和4年１０月３日（月）

◇

グ
ラ
フ
で
見
る

◇

令
和
４
年
度
事
業
実
績

令
和
４
年
度
（
４
月
期
～
10
月
期
）

理
事
会
の
動
き

〇
第
１
回
理
事
会

令
和
４
年
４
月
28
日
（
木
）

議
案
第
1
号

正
会
員
の
入
会
承
認

議
案
第
２
号

令
和
3
年
度
事
業
報
告
（
案
）

議
案
第
３
号

令
和
3
年
度
収
支
決
算
（
案
）

（
監
査
報
告
含
む
）

議
案
第
４
号

役
員
候
補
者
選
任

議
案
第
５
号

令
和
4
年
度
被
表
彰
者

議
案
第
６
号

令
和
４
年
度
定
時
総
会
の
開
催

日
程
（
提
出
議
案
含
む
）

議
案
第
７
号

個
人
情
報
保
護
方
針
一
部
改
正

議
案
第
８
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規

程
の
全
部
改
正

議
案
第
９
号

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任

報
告
第
1
号

令
和
3
年
度
事
業
実
績
報
告

報
告
第
２
号

令
和
3
年
度
に
行
っ
た
定
款
及

び
規
程
等
の
一
部
改
正

〇
第
２
回
理
事
会

令
和
４
年
５
月
27
日
（
金
）

議
案
第
1
号

正
会
員
の
入
会
承
認

〇
第
３
回
理
事
会

令
和
４
年
６
月
30
日
（
木
）

議
案
第
1
号

正
会
員
の
入
会
承
認

議
案
第
2
号

会
計
関
係
書
類
の
処
分

議
案
第
３
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規

程
の
一
部
改
正

報
告
第
1
号

事
業
実
績
報
告
４
・
５
月
期

報
告
第
⒉
号

理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
職
務

執
行
状
況

〇
第
４
回
理
事
会

令
和
４
年
８
月
25
日
（
木
）

議
案
第
1
号

正
会
員
の
入
会
承
認

議
案
第
2
号

事
務
所
移
転
に
つ
い
て

報
告
第
1
号

事
業
実
績
報
告
６
・
７
月
期

全国シルバー人材センターにおける

令和3年度重篤事故の分析 ー就業中ー
表２－１ （月刊シルバー人材センター２０２２年７月号から転載）

令和4年度対前年度月別配分金及び契約額の推移 （単位＝千円）

令和3年度重篤事故の分析 ー就業途上ー
表２－２



第３面 公益社団法人 南城市シルバー人材センター広報第３１号 令和４年１０月３日（月） 第６面 公益社団法人 南城市シルバー人材センター広報第３１号 令和４年１０月３日（月）

公
益
社
団
法
人

全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会

シ
ル
バ
ー
川
柳
入
選
作

▽
あ
ゝ
愛
し
の
う
ち
な
ー
ぐ
ち
△

パ
ー
ト
21

前
回
に
引
き
続
き
「
こ
と
わ
ざ
」
（
う
ち
な
ー

ぐ
ち＝

ん
か
し
い
く
と
ぅ
ば
）
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
し
め
ー
し
っ
ち

む
の
ー
し
ら
ん

語
意＝

学
問
は
よ
く
知
っ
て
い
る
が
、
常
識

や
人
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い

て
は
知
ら
な
い
。

〇
た
か
ぬ

も
ー
れ
ー

が
ら
さ
ー
ん

も
ー

い
ん

語
意＝

タ
カ
（
鷹
）
が
舞
っ
た
ら
カ
ラ
ス

（
烏
）
ま
で
も
舞
う
。
安
易
に
人
真

似
を
す
る
様
を
嘲
笑
っ
た
こ
と
わ
ざ
。

〇
ち
ち
じ
む
ど
ぅ

か
な
さ
じ
む

語
意＝

近
づ
い
て
く
る
者
は
愛
お
し
く
な
る
。

こ
ち
ら
か
ら
好
意
的
に
接
す
れ
ば
相

手
の
対
応
も
よ
く
な
る
。
人
間
関
係

を
う
ま
く
築
く
た
め
に
は
心
が
け
が

大
切
で
あ
る
。

〇
ち
な
ぬ

あ
ま
い
や

ち
か
ー
り
ー
し
が

く
と
ぅ
ば
ぬ

あ
ま
い
や

ち
か
ー
ら
ん

語
意＝

綱
の
余
り
は
使
え
る
が
、
言
葉
の
余

り
（
度
の
過
ぎ
る
言
い
方
）
は
使
え

な
い
。
だ
か
ら
、
言
葉
と
い
う
も
の

は
、
よ
く
考
え
て
使
う
べ
き
で
あ
る
。

〇
ち
び
と
ぅ

く
ち
と
ー

あ
ー
ら
ん

語
意＝

言
っ
て
い
る
こ
と
と
行
動
が
合
わ
な

い
。
直
訳
す
る
と
「
尻
と
口
と
は
合

わ
な
い
」
。

〇
ち
む
さ
ー
に

か
ー
ぎ

こ
ー
い
ん

語
意＝
心
が
良
け
れ
ば
、
容
貌
も
美
し
く
見

え
て
く
る
も
の
だ
。
直
訳
す
る
と

「
心
で
容
貌
を
買
う
」

〇
あ
れ
は
そ
こ

そ
れ
は
あ
そ
こ
に

ち
ゃ
ん
と
あ
る

〇
離
れ
住
む
子
ら
に
病

む
日
も
無
事
と
書
き

〇
こ
ん
に
ち
は
笑
顔
で

答
え
て
名
を
聞
け
ず

〇
見
栄
は
っ
て
杖
は
要

ら
ぬ
と
傘
を
持
ち

〇
老
木
は
枯
れ
た
ふ
り

し
て
新
芽
出
し

〇
忘
れ
え
ぬ
人
い
る
け

ど
名
は
忘
れ

〇
ホ
ー
ム
と
は
人
間
模

様
の
万
華
鏡

〇
そ
の
昔
惚
れ
た
顔
か

と
？
目
を
こ
す
り

〇
街
鏡
そ
っ
と
猫
背
の

老
い
伸
ば
す

〇
九
十
を
過
ぎ
て
も
気

に
す
る
中
国
産

〇
原
油
高
免
許
返
す
ふ

ん
ぎ
り
に

〇
居
れ
ば
邪
魔
出
か
け

り
ゃ
事
故
か
と
気
を

も
ま
せ

〇
足
腰
を
鍛
え
り
ゃ
徘

徊
恐
れ
ら
れ

〇
七
夕
や
夫
の
願
い
を

そ
っ
と
見
る

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会

「
交
通
安
全
と
就
業
中
の

事
故
防
止
」

講
習
会
開
催

去
る
７
月
27
日
午
後

2
時
か
ら
南
城
市
中
央

公
民
館
第
1
研
修
室
に

お
い
て
、
安
全
・
適
正

就
業
推
進
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

安
全
・
適
正
就
業
推
進

月
間
行
事
の
一
環
で
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染

予
防
対
策
を
講
じ
た
う

え
開
催
、
20
名
に
参
加

者
を
縮
小
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
高
齢
者
の
交

通
事
故
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
沖
縄
県

警
察
本
部
や
与
那
原
警

察
署
交
通
課
の
担
当
者

4
名
を
招
へ
い
し
、
車

両
運
転
の
画
像
を
視
聴

し
な
が
ら
危
険
個
所
や

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
場

面
な
ど
危
険
を
感
じ
た

場
面
で
受
講
生
が
ボ
タ

ン
を
押
し
て
、
そ
の
場

を
確
認
す
る
な
ど
講
師

と
受
講
者
の
参
加
型
講

習
会
で
し
た
。

ま
た
、
道
路
の
幅
員

や
車
の
ス
ピ
ー
ド
、
夜

間
歩
行
中
の
注
意
点
な

ど
の
説
明
も
行
わ
れ
、

交
通
事
故
防
止
に
対
す

る
認
識
を
新
た
に
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
井
上
英
之

事
務
局
長
か
ら
昨
年
度

及
び
本
年
度
の
本
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
事
故
発

生
状
況
、
事
故
防
止
の

重
点
事
項
、
安
全
心
得

十
箇
条
な
ど
の
説
明
が

あ
り
、
就
業
中
の
事
故

防
止
に
つ
い
て
、
あ
ら

10
月
は
、
全
国
一
斉

に
シ
ル
バ
ー
事
業
普
及

啓
発
月
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
シ
ル
バ
ー
事

業
の
普
及
啓
発
の
促
進

を
図
る
た
め
設
け
ら
れ

た
も
の
で
、
全
国
シ
ル

バ
ー
事
業
協
会
、
沖
縄

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
、
各
拠
点
セ

ン
タ
ー
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ

た
め
て
会
員
皆
さ
ん
の

注
意
を
喚
起
し
講
習
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
７
面
参
照
）

交
通
安
全
講
習
会
の
様
子

10
月
は
シ
ル
バ
ー

事
業
普
及
啓
発
月
間

て
い
ま
す
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、

シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
信

頼
と
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
市
民
、
事
業
所
、

官
公
庁
に
対
し
、
事
業

の
意
義
と
基
本
的
な
理

念
及
び
仕
組
み
等
の
周

知
を
図
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
自
身
に
対
す
る

意
識
啓
発
を
行
う
た
め
、

次
の
こ
と
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

ア

多
様
な
知
識
・
資

格
・
能
力
を
持
つ
高

齢
者
へ
事
業
参
加
の

呼
び
か
け

イ

シ
ル
バ
ー
広
報
紙

「
く
が
に
」
の
発
行

ウ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進

公
共
駐
車
場
の
除

草
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
尚
巴
志
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
、

エ

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ

の
活
動
情
報
の
提
供

オ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
し
た
情
報
の
提

供
カ

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、

チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
配
布

こ
れ
ら
の
活
動
を
と

お
し
て
特
に
、
新
規
会

員
の
入
会
促
進
を
図
り
、

本
セ
ン
タ
ー
の
よ
り
一

層
の
活
性
化
と
事
業
の

拡
大
を
図
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
役
職
員
及

び
会
員
皆
さ
ん
の
ご
協

力
と
ご
尽
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

ご存じですか？。 配分金と消費税。
請負・委任による会員の皆さんに支払われる配分金に

は、就業による報酬（本体価格）と本体価格に係る消費
税が含まれています。

センターから配分金を受け取った会員は、受け取った
配分金に含まれる消費税を税務署に申告納税する必要が
ありますが、消費税法上、課税売上として受け取る金額
が、年間1,000万円以下の場合は免税事業者として取り扱
われます。現在、当センターでは、そのため申告納税す
る方はいないと思われます。

しかし、適格請求書等保存方式（インボイス制度）が
令和５年１０月以降、導入されることにより配分金に含
まれる消費税の取り扱いについても変わる可能性があり
注視する必要があります。現在まだ不明の点があります
ので、制度がはっきりし次第改めてお知らせします。

配 分 金 と 消 費 税

☆わった～シルバー
仕事の一コマ☆ 島尻環境美化センター

資源ごみ等の分別作業 環境美化に大きく貢献

資源ごみは再利用：リサイクルへ

尚
巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

沿
道
の
花
園
を
耕
耘
整
備

黙々と整備に勤しむ 水分補給で一服

南
城
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広

報
紙
「
く
が
に
」
を
年

間
３
回
発
刊
し
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
の
普
及

啓
発
を
目
的
に
、
市
内

外
に
情
報
を
発
信
し
セ

ン
タ
ー
の
更
な
る
発
展

と

会
員
相
互
の
情
報
の

共
有
、
活
動
の
状
況
等

の
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
皆
さ
ん

一
緒
に
「
く
が
に
」
の

編
集
に
ガ
ン
バ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
お
電
話
を

お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先

（
０
９
８
）
９
８
８
ー
１
２
６
２



写真で見る活動状況

第４・５面 公益社団法人 南城市シルバー人材センター広報第３１号 令和４年１０月３日（月）

ちばりよ～
わった～
しんか

大里公園除草作業
高齢者の交通安全講習

知念小学校のハブよけネットの修復作業

安全・適正就業推進大会の一環 高齢者の交通安全講習

高齢者の交通安全講習会は身近なことだけに皆さん真剣です。

知念城跡の除草作業

大里中央児童館の除草作業

市道長堂上原線の除草 知念図書館の清掃

大里農村環境改善センターの清掃

玉城字中山地内除草作業

知念小学校の倒木の処理作業

市道長堂・上原線除草作業（防護ネットも万全）

世界遺産「斎場御嶽」の石畳修復作業

新開公園のごみ回収 玉城字百名文化財の除草作業 久高島高架水槽周辺除草


